
仕事始め 市長あいさつ 

 

 職員の皆さん、明けましておめでとうございます。 

 皆さんには、お健やかに新年をお迎えのこととお喜び申し上げます。 

また、市民生活を守るため、年末年始も勤務していただいた人もおられ、

大変ご苦労様でした。 

  

このコロナ禍で、年末年始の帰省や年始の行事などをあまり楽しむこと

ができなかった方もおられると思いますが、家庭で過ごす時間も多くとれ、

リフレッシュできたのではないでしょうか。 

体が資本・元気が基本といいます。一人ひとりが自らの健康に十分注意

し、今年一年頑張っていただきたいと思います。 

 

さて、国内における新型コロナウイルス感染症は、現在、拡大傾向とな

っており、新たな変異株による再流行に備えなければなりません。 

市民生活を守るため、各課において自分が担う役割を再確認していただ

き、万全の態勢を整えていただきますようお願いします。 

 

本市の最重要課題である人口減少対策については、空き家を活用するな

どの住居の確保や、新規就農・IＪＵターンなどの就労支援、買い物など

に困らない公共交通網の整備をはじめ、あらゆる視点から市民生活の向上

に繋がる施策を展開する必要があります。 

 

そして、今年は、国を挙げて取り組んでいる「ＳＤＧｓ」「カーボンニ

ュートラル」そして「ＤＸ」などを念頭に置いて、あらゆる施策の一つ一

つが好循環となるよう、スピード感を持って、積極的に職務に当たってほ

しいと思います。 

 

そのために、特に、次の三つを意識して仕事にあたっていただきたいと



思います。 

一つ目は、「当事者意識、責任感」です。 

担当業務や市役所の業務について、一人ひとりが自分自身のこととして

考え、責任をもって仕事をしてほしいと思います。 

二つ目は、「現場主義」です。 

不測の事態やトラブルは現場で起きています。積極的に現場に赴き、自

分の五感で確認をし、対応を行ってください。 

三つめは、「挑戦、チャレンジ」です。 

私が就任当初から申し上げていることですが、市民の皆様や本市にとっ

て「いいこと」は、一歩前に進んで、チャレンジしてください。責任は私

がとります。 

 

私は、市民の皆様が将来に渡って夢と希望を持ち、日々生きがいを感じ、

住んでいて良かったと実感していただける、そんな新見市をつくってまい

りたい。職員の皆さん、一緒に頑張っていきましょう。 

 

結びに、今年一年が皆さんにとって良い年になるよう祈念いたしまし

て、仕事始めのあいさつといたします。 

 

 

令和４年１月４日 

新見市長 戎   斉 


